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1
町
職
員
の
業
務
量
や
健
康
管
理
は

向
むこう
山
やま
　篤

あつ
宏
ひろ
議員録画配信中

質
　
問

　
非
正
規
職
員
の
勤
務
時
間
が

短
縮
さ
れ
数
年
が
経
過
し
て
い

る
。
今
、
正
規
職
員
の
負
担
は

増
え
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、

正
規
職
員
の
事
務
量
は
平
準
化

さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

職
場
か
ら
は
支
障
が
あ
る
と

の
報
告
は
な
く
、
正
規
職
員
の

業
務
量
が
特
に
増
え
た
と
は
認

識
し
て
い
な
い
。
職
員
の
業
務

量
は
、
課
内
で
の
業
務
の
割
り

振
り
や
職
員
間
の
サ
ポ
ー
ト
に

逐
次
適
正
に
取
り
組
ん
で
い
る

答弁

よ
り
平
準
化
に
努
め
て
い
る
。

質
　
問

　
非
正
規
職
員
（
パ
ー
ト
タ
イ

ム
職
員
）
の
勤
務
時
間
は
、
75

分
短
縮
さ
れ
た
が
、
時
間
内
で

事
務
を
こ
な
す
た
め
に
勤
務
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

非
正
規
職
員
は
、
通
常
に
お

い
て
は
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で

の
勤
務
と
な
っ
て
い
る
。

質
　
問

　
職
員
の
健
康
調
査
の
為
に
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
お

り
、
問
題
が
あ
れ
ば
衛
生
委
員

会
に
よ
り
対
応
を
し
て
い
る
が
、

相
談
体
制
は
機
能
し
て
い
る
か
、

ま
た
、
相
談
件
数
は
ど
の
位
あ

る
の
か
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

衛
生
委
員
会
は
、
保
健
師
、

職
員
、
職
員
組
合
の
代
表
者
か

ら
な
り
、
定
期
的
に
開
催
し
て

お
り
、
職
場
巡
視
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
修
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
相
談
件
数
は
令
和
５
年

度
に
は
12
回
あ
っ
た
。

2
今
後
の
有
害
鳥
獣
対
策
は

2
今
後
の
有
害
鳥
獣
対
策
は

質
　
問

　
令
和
５
年
度
の
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
頭
数
は
。

●
答
弁
　
岸
本
産
業
振
興
課
長

　

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
及

び
小
動
物
の
合
計
で
は
、
令
和

２
年
度
は
１
３
５
９
頭
、
３
年

度
は
１
２
９
５
頭
、
４
年
度
は
、

１
８
９
５
頭
、
５
年
度
は
６
年

２
月
末
現
在
１
２
９
８
頭
で
あ

る
。質

　
問

　
大
型
サ
ル
捕
獲
檻
の
成
果
と

今
後
の
有
効
な
活
用
策
は
、
ま

た
今
後
の
有
害
鳥
獣
対
策
は
。

●
答
弁
　
岸
本
産
業
振
興
課
長

　

令
和
２
年
度
の
設
置
年
度
に

猟
友
会
等
と
連
携
し
取
り
組
む

答弁

は
木
岐
で
サ
ル
15
頭
を

捕
獲
し
、
そ
の
後
令
和

４
年
度
に
檻
を
２
基
追

加
設
置
し
た
が
、
田
井

地
区
で
２
頭
の
捕
獲
に

止
ま
っ
て
い
る
。
現
在
、

檻
の
管
理
は
職
員
が
行

っ
て
い
る
が
、
今
後
は

猟
友
会
へ
委
託
す
る
こ

と
も
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
サ
ル
に
つ
い
て
は
、

有
効
な
複
合
柵
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
有

害
鳥
獣
対
策
は
猟
友
会

や
農
業
者
と
も
連
携
を

取
り
な
が
ら
対
策
に
取

り
組
み
た
い
。

捕獲の様子 誘因餌設置状況
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1
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
存
続
の
住
民
意
見
集
約
は

北
きた
山
やま
　朝

あさ
彦
ひこ
議員録画配信中

質
　
問

　
新
聞
に
よ
る
と
、
本
年
２
月

26
日
、
知
事
と
県
南
部
５
市
町

の
首
長
が
意
見
を
交
わ
し
た
と

聞
く
、
そ
の
内
容
と
会
の
雰
囲

気
は
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

会
の
テ
ー
マ
は
、
①
「
徳
島

南
部
・
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の

整
備
促
進
」
と
②
「
公
共
交
通

（
県
南
部
）
の
維
持
充
実
」
で

意
見
交
換
し
た
。

　

私
の
記
憶
で
は
、
①
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
豪
雨
災

害
か
ら
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、

地
域
経
済
・
産
業
・
観
光
振
興

を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
、

全
線
供
用
へ
県
と
沿
線
市
町
が

連
携
す
る
こ
と
を
確
認
。
②
は
、

通
学
、
通
勤
、
通
院
な
ど
沿
線

住
民
に
は
必
要
な
路
線
で
あ
り
、

存
続
で
進
め
る
こ
と
を
確
認
。

終
始
和
や
か
な
中
で
の
意
見
交

換
で
あ
っ
た
。

質
　
問

　
こ
の
質
問
は
、
昨
年
８
月
６

日
開
催
の
首
長
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
存
続
を
話
し

合
う
場
）
で
、
牟
岐
町
長
の
不

適
切
発
言
に
知
事
の
感
情
的
な

場
面
が
あ
り
、
県
と
の
関
係
を

懸
念
し
て
取
り
上
げ
た
。

　
今
後
、
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
存
続
へ

向
け
４
市
町
で
意
見
を
ま
と
め

る
に
は
、
住
民
の
意
見
集
約
が

必
要
だ
と
思
う
。
町
長
の
考
え

住
民
へ
の
意
識
調
査
は
白
紙

答弁

と
町
民
の
意
識
調
査
を
始
め
て

は
。

●
答
弁
　
影
治
町
長

　

Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
の
廃
線
は
、
絶

対
に
在
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
住
民
の
意
識
調
査
の
件

は
、
ま
だ
ま
だ
全
然
白
紙
で
あ

る
。質

　
問

　
阿
南
バ
ス
路
線
廃
止
後
、
志

和
岐
住
民
に
は
、
美
波
病
院
連

絡
バ
ス
が
唯
一
の
移
動
手
段
で

あ
る
。

　
美
波
病
院
連
絡
バ
ス
運
行
表

の
美
波
病
院
行
き
を
見
る
と
、

志
和
岐
漁
協
前
出
発
便
は
３
便
、

大
池
橋
由
岐
側
か
ら
は
６
便
、

西
由
岐
公
民
館
か
ら
は
４
便
、

由
岐
駅
か
ら
は
５
便
あ
る
。

　
帰
り
の
便
は
、
志
和
岐
漁
協

前
着
は
３
便
、
大
池
橋
由
岐
側

着
は
８
便
、
西
由
岐
公
民
館
へ

は
直
接
便
が
４
便
と
経
由
便
が

４
便
の
計
８
便
、
由
岐
駅
へ
は

直
接
便
が
３
便
と
経
由
便
が
４

便
の
計
７
便
で
、
志
和
岐
地
区

住
民
の
利
便
性
の
悪
さ
が
分
か

る
。
改
善
策
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

運
行
体
制
が
日
和
佐
地
区
、

由
岐
地
区
そ
れ
ぞ
れ
１
台
の
運

行
で
完
璧
で
は
な
い
が
、
毎
年

見
直
し
て
い
る
。
ま
た
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
に
は
、
高

齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
も
利

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。質

　
問

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

も
利
用
し
て
い
る
が
、
思
う
時

間
に
利
用
で
き
な
い
の
が
実
態

だ
。

　
志
和
岐
漁
協
前
と
大
池
橋
由

岐
側
の
区
間
だ
け
、
送
迎
便
を

増
や
せ
ば
利
便
性
の
改
善
に
な

る
と
思
う
が
検
討
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

完
璧
で
な
い
の
は
感
じ
て
い

る
。
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業
を
併
用
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

皆様、お気軽にご利用ください。

乗降場所、出発時刻は次のとおりです。運行日は、月曜日から金曜日(祝祭日及び年末年始は運休)です。

●日和佐地区 (令和6年3月16日調整)

日和佐駅 美波町役場 北河内駅 日和佐診療所 美波病院

7:45 → 7:50 → 7:55 → 8:00 →

← ← ← 8:30 ← 8:15

9:20 → 9:25 → 9:30 → 9:35 →

← ← ← 10:05 ← 9:50

10:50 → 10:55 → 11:00 → 11:05 →

← 11:45 ← 11:40 ← 11:35 ← 11:20

12:50 → 12:55 → 13:00 → 13:05 →

← ← ← 13:35 ← 13:20

14:50 → 14:55 → 15:00 → 15:05 →

← 15:45 ← 15:40 ← 15:35 ← 15:20

16:10 → 16:15 → 16:20 → 16:25 →

17:05 着 ← ← ← 17:00 ← 16:45

●由岐地区

志和岐漁協前 大池橋東由岐側 西由岐公民館 由岐駅 美波病院

7:30 → → → 7:45 →

← ← ← 8:05

8:10 → 8:15 → 8:20 →

← ← ← 9:20

9:25 → 9:30 → 9:35 →

← ← ← ← 10:20

10:30 → 10:35 → 10:40 → 11:00 →

← 11:20 ← 11:15 ← 11:10

11:25 → → →

← 13:10 ← 13:05 ← 13:00 ← 12:40

13:15 → → → →

← ← ← 14:30

14:35 → 14:40 → 15:00 →

← 16:10 ← 16:05 ← 16:00

16:15 → → →

17:10 着 ← 17:05 ← 17:00 ← 16:55 ← 16:45

※各乗降場所には表示看板を設置しています。

【お問い合せ先】 役場総務課 ☎77-3611

日和佐診療所·美波病院連絡バス運行表

令和６年３月１６日から

日和佐診療所·美波病院連絡バスの

時刻表が変わります。

皆様、お気軽にご利用ください。

高
齢
者
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業

の
活
用
を

答　弁 2
志
和
岐
住
民
の
移

動
手
段
改
善
は
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避
難
支
援
の
協
定
書
を
締
結
し
進
め
る

答弁 1
要
配
慮
者
避
難
計
画
は
あ
る
の
か

小
こ
部
べ
　博

ひろ
正
まさ
議員録画配信中

質
　
問

　
美
波
町
地
域
防
災
計
画
の
第

７
節
に
あ
る
、
自
力
で
の
避
難

が
困
難
な
「
要
配
慮
者
」
や
「
避

難
行
動
要
支
援
者
」
を
円
滑
か

つ
迅
速
に
避
難
さ
せ
る
た
め
の

計
画
は
、
ど
の
よ
う
に
実
態
把

握
を
図
り
、
ま
た
そ
の
情
報
は

ど
こ
ま
で
共
有
さ
れ
て
い
る
の

か
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

現
在
、
障
が
い
者
・
介
護
保

険
担
当
、
保
健
師
な
ど
の
関
係

機
関
か
ら
の
情
報
を
得
て
、「
美

波
町
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
の
整
備
と
「
個
別
避
難
計

画
」
の
作
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
や
個
人
ご
と
の
諸
事

情
も
あ
り
、
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
。
避
難
支
援
者
へ
の
情

報
提
供
に
関
す
る
同
意
と
、
避

難
支
援
に
関
す
る
協
定
書
の
締

結
を
得
た
分
の
名
簿
は
、
町
内

会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
避

難
支
援
者
に
提
供
さ
れ
る
。

2
災
害
時
の
生
活
用
水
は
確
保
で
き
る
の
か

質
　
問

　
災
害
時
の
給
水
体
制
の
整
備

と
し
て
、
飲
料
水
の
備
蓄
、
運

搬
、
給
水
、
貯
水
等
は
図
ら
れ

て
い
る
が
、
長
期
断
水
時
な
ど

１
日
に
つ
き
１
人
当
た
り
10
リ

ッ
ト
ル
か
ら
20
リ
ッ
ト
ル
必
要

と
さ
れ
る
「
生
活
用
水
」
の
確

保
は
、
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
生
活
用
水
と
し
て
の

「
井
戸
」
の
活
用
や
整
備
を
進

め
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁
　
住
田
水
道

課
長

　

防
災
拠
点
施
設
や

避
難
所
の
付
近
に
、

給
水
拠
点
と
な
る

「
飲
料
水
兼
用
耐
震

性
貯
水
槽
」
の
設
置

を
進
め
、
浄
水
装
置

や
緊
急
遮
断
弁
な
ど

の
措
置
を
検
討
す
る
。

耐
震
更
新
し
た
各
配

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
な
ど
を
進
め
る

答弁

　
美
波
町
地
域
防
災
計
画 

第
７
節
に
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど
、

災
害
対
応
能
力
が
弱
い

「
要
配
慮
者
」
へ
の
支
援

対
策
の
充
実
が
記
さ
れ
て

あ
り
、
そ
の
支
援
体
制
と

整
備
の
た
め
の
要
支
援
者

名
簿
や
、
個
別
避
難
計
画

の
作
成
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

水
池
に
関
し
て
は
、
既
に
緊
急

遮
断
弁
を
取
り
付
け
生
活
用
水

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
町
内

の
井
戸
に
関
し
て
は
、
現
時
点

で
把
握
で
き
て
は
い
な
い
が
、

災
害
時
の
井
戸
活
用
も
検
討
し

て
い
く
。

防災時の水源として注目される井戸
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1
美
波
町
業
務
継
続
計
画
の
進
捗
は

中
なか
川
がわ
　尚

なお
毅
き
議員録画配信中

質
　
問

　
美
波
町
防
災
計
画
、
第
９
節

の
美
波
町
業
務
継
続
計
画
に
つ

い
て
、
重
要
６
要
素
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。
仮
設
住
宅

の
建
設
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

●
答
弁
　
前
野
消
防
防
災
課
長

　

町
長
不
在
時
は
、
副
町
長
、

教
育
長
、
総
務
課
長
と
順
次
定

め
て
い
る
。

　

本
庁
舎
が
使
用
で
き
な
い
場

合
、
日
和
佐
中
学
校
を
対
策
本

部
と
す
る
。

　

役
場
は
非
常
用
発
電
機
を
整

非
常
時
の
災
害
対
応
業
務
を
決
め
た

答弁

備
し
て
お
り
約
55
時
間
の
電
源

確
保
、
由
岐
支
所
10
時
間
、
医

療
保
険
セ
ン
タ
ー
３
日
、
美
波

病
院
30
時
間
、
日
和
佐
中
学
校

は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
を
整
備
し

て
お
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
燃

料
を
活
用
す
れ
ば
約
９
０
０
時

間
の
電
源
確
保
。
水
、
食
料
は

日
和
佐
中
学
校
に
備
蓄
し
て
い

る
。

　

防
災
行
政
無
線
で
県
と
の
通

信
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
の
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、

町
内
各
施
設
、
消
防
団
、
自
主

防
災
会
に
配
布
し
て
い
る
。
衛

星
電
話
を
美
波
町
役
場
に
２
台
、

美
波
病
院
に
２
台
、
赤
松
防
災

拠
点
施
設
に
１
台
、
日
和
佐
中

学
校
に
１
台
配
布
。

　

行
政
デ
ー
タ
は
、
役
場
２
階

の
サ
ー
バ
ー
、
県
外
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
等
に
保
管
し
て
い
る
。

　

非
常
時
優
先
の
災
害
対
応
業

務
を
定
め
て
い
る
。

●
答
弁
　
礒
野
副
町
長

　

応
急
仮
設
住
宅
用
地
は
、
公

有
地
、
国
有
地
、
企
業
等
の
所

有
地
の
順
に
選
定
し
、
上
下
水

道
、
ガ
ス
、
電
気
等
の
生
活
関

連
設
備
の
整
備
状
況
等
に
も
配

慮
す
る
。

　

災
害
発
生
か
ら
20
日
以
内
に

着
工
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
候

勤務管理

調達契約

補償対応

経費管理

役務提供
通信管理
医療供給
食料供給

業務支援

※赤字が初動対応編成 車両支援
活動拠点（空間）
資源供給（資機材）

文書管理

撤収管理

技術専門家

状況分析

資源配置

指揮調整班
(補佐官）

連絡調整
広報
安全管理

LOGISTICS

資源管理班
PLANNING

情報作戦班

COMMAND

指揮調整(本部長）

関係機関

自衛隊・警察
消防・県民局

FINANCE/ADMINISTRATION

総務管理班

選抜チーム

編成チーム

＆

実行部隊

OPERATIONS

事案処理班

非常時優先業務と実施体制

質
　
問

　
病
院
の
医
師
や
看
護
師
の
確

保
を
ど
う
す
る
の
か
。
２
つ
目

は
、
看
護
師
や
職
員
の
異
動
状

況
は
ど
う
な
の
か
。

●
答
弁
　
島
村
病
院
事
務
長

　

徳
島
大
学
の
医
局
や
徳
島
赤

十
字
病
院
、
阿
南
医
療
セ
ン
タ

ー
、
県
立
海
部
病
院
な
ど
に
、

年
１
回
か
ら
２
回
、
町
長
と
日

和
佐
診
療
所
事
務
長
と
私
が
訪

問
し
、
派
遣
の
依
頼
。
個
人
の

医
師
に
対
し
て
の
交
渉
、
徳
島

県
医
師
会
の
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
、

徳
島
県
の
徳
島
医
師
バ
ン
ク
へ

の
求
人
掲
載
も
行
っ
て
い
る
。

　

看
護
師
も
新
聞
折
り
込
み
や

町
内
放
送
、
広
報
誌
に
よ
る
採

用
募
集
、
求
人
の
掲
載
と
と
も

に
、
個
別
交
渉
な
ど
行
っ
て
い

き
た
い
。

補
地
と
し
て
町
、
県
有
地
を
27

ヶ
所
、
12
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、

１
２
０
０
戸
分
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
大
規
模
災
害
時

時
に
は
、
瓦
れ
き
仮
置
き
場
、

遺
体
安
置
所
、
応
援
部
隊
の
活

動
拠
点
も
必
要
で
、
民
有
地
も

考
え
る
。
高
台
防
災
公
園
に
、

３
８
０
戸
が
建
設
可
能
。

個
別
交
渉
な
ど

を
行
う

答　弁 2
医
師
や
看
護
師
の

確
保
策
は
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1
終
活
支
援
の
取
り
組
み
を

戎
えびす
野
の
　　博

ひろし
議員録画配信中

質
　
問

　
単
身
世
帯
の
増
加
で
「
孤
独

死
」
や
連
絡
が
つ
か
な
い
「
無

縁
遺
骨
」
が
増
え
て
い
る
。

　
当
町
で
の
実
態
数
及
び
、
引

き
取
り
手
が
い
な
い
「
無
縁
遺

骨
」
の
実
態
は
。

　
親
族
へ
連
絡
が
つ
か
な
か
っ

た
遺
骨
保
管
の
処
置
、
無
縁
墓

へ
の
合
同
埋
葬
の
考
え
は
。

　「
終
活
支
援
」
取
り
組
み
と

し
て
情
報
登
録
カ
ー
ド
の
作
成
、

見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
配
布
な

ど
町
と
事
業
者
が
連
携
し
て
取

り
組
め
な
い
か
。

　
遺
骨
焼
却
灰
を
貯
め
て
金
属

類
を
入
札
・
売
却
し
て
い
る
自

治
体
が
多
い
が
、
当
町
で
も
有

効
利
用
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
大
三
福
祉
課
長

　

本
町
に
お
け
る
人
数
は
把
握

し
て
な
い
が
行
旅
死
亡
人
は
過

去
５
年
間
い
な
い
。
町
が
埋
葬

ま
た
は
火
葬
を
対
応
し
た
の
は

過
去
５
年
間
で
１
件
で
、
生
活

保
護
者
の
葬
祭
補
助
は
、
過
去

５
年
間
で
３
件
。
無
縁
墓
へ
の

合
同
埋
葬
の
構
想
は
な
い
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
終
活

講
座
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

作
成
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
成

年
後
見
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

登
録
カ
ー
ド
等
は
考
え
て
い
な

い
。

●
答
弁
　
寳ほ

う

木き

住
民
生
活
課
長

　

火
葬
後
の
遺
骨
灰
に
含
ま
れ

る
有
価
物
は
委
託
業
者
に
年
一

無
縁
遺
骨
は
協
力
寺
へ
埋
葬

答弁

2
え
び
す
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
風
雨
対
策
を

質
　
問

　
高
齢
者
の
多
い
日
和
佐
浦
地

区
に
お
い
て
地
震
・
津
波
避
難

場
所
の
え
び
す
津
波
避
難
タ
ワ

ー
は
電
気
、
水
道
、
ト
イ
レ
設

備
も
な
く
厳
寒
期
に
風
雨
が
開

口
部
か
ら
侵
入
し
、
低
体
温
症

で
命
を
失
い
か
ね
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
も
住
民
署
名
や
再

三
の
要
請
で
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー

テ
ン
で
は
開
口
部
か
ら
雨
風
が

入
る
た
め
、
引
き
戸
式
の
雨
戸

対
策
の
改
善
を
要
望
し
て
い
る
。

　
黒
潮
町
な
ど
他
市
町
村
の
避

難
タ
ワ
ー
の
殆
ど
が
居
室
化
し
、

風
雨
が
入
ら
な
い
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
人
命
軽
視
、
災
害
関

連
死
と
な
ら
な
い
よ
う
屋
上
か

ら
の
雨
水
侵
入
防
止
と
開
口
部

へ
の
雨
戸
設
置
を
行
う
べ
き
で

雨
戸
等
は
建
物
構
造
の
大
き
な
変
更
は
難
し
い

答弁

は
な
い
か
。

●
答
弁
　
前
野
消
防
防
災
課
長

　

え
び
す
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は

避
難
困
難
地
解
消
の
た
め
平
成

31
年
（
二
〇
一
九
年
）
３
月
末

に
整
備
。
事
前
の
意
見
交
換
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
り
避

難
場
所
と
し
て
計
画
案
を
提
示
。

他
県
の
事
例
を
元
に

壁
で
囲
っ
た
も
の
と

し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
も
あ
っ
た
が
施
錠

の
日
常
管
理
問
題
が

あ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
カ

ー
テ
ン
工
事
で
風
雨

対
策
を
施
し
て
い
る
。

　

引
き
戸
を
設
け
る

こ
と
は
建
物
構
造
に

大
き
な
変
更
を
伴
う

回
回
収
頂
き
適
切
に
処
理
。
遺

族
感
情
に
配
慮
し
売
却
は
行
っ

て
い
な
い
。

の
で
、
利
便
性
、
安
全
性
、
保

守
性
、
整
備
費
財
源
性
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
に
よ
る
風
雨

対
策
で
人
命
軽
視
に
な
る
こ
と

は
決
し
て
な
い
。
要
望
の
階
段

室
、
周
囲
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
出

来
な
い
。

浸水する開口部からの雨


